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図５ 松山臨海部発着大型車の利用経路割合

整備前 整備後

出典：整備前（ETC2.0プローブデータ H29.1-H29.12）
整備後（交通量推計）

松山環状線

インター線

約５割が市内を通過

○西条臨海工業用地から松山空港までの所要時間（平日混雑時）

【整備前】104分→【整備後】81分（約23分短縮）

・四国1位を誇る松山空港の取扱貨物の約３割は県東部方面である

が、西条市にある電子部品生産世界シェア２位の事業所等は国道

11号経由で松山空港まで輸送するなど物流交通の約５割が松山市

中心部を通過。（図３、５、６）

・松山市中心部への交通集中により、四国で最も主要渋滞箇所数が

多く、物流の効率化を阻害。（図３、４）

・松山臨海部と県東部方面の工業団地等を結ぶ交通を外環状道路に転換させ、物流効率化により経済活動を支援。

・松山市中心部への新たなルート形成による交通の分散により、松山市中心部への速達性が向上。

一般国道33号松山外環状道路インター東線に係る新規事業採択時評価
ま つや ま そ とか ん じ ょ う ひがし

効果１ 松山臨海部への物流効率化により経済活動を支援【◎】
・松山臨海部と県東部方面の工業団地等を結ぶ交通を外環状道路に転換させ、物流効率

化により経済活動を支援。

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）
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図２ 事業位置図

１．事業概要

・起終点：愛媛県松山市北土居

～愛媛県松山市来住町

・延長等：2.0km

（第2種1級、4車線、設計速度80km/h）

・全体事業費：約370億円

・計画交通量：約29,300台

～約48,000台／日

乗用車 小型貨物 普通貨物

約17,600台/日
～約31,700台/日

約4,600台/日
～約8,000台/日

約7,100台/日
～約8,400台/日
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３．整備効果
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【H28】45万トン/年

（四国２位）

貨物取扱量
【H28】

7,685トン/年
（四国１位）

至 大洲市

図６ 県東部方面との物流交通経路
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一般道路を利用した
物流交通は国道11号を走行

B/C EIRR※1 総費用 総便益

2.3
（2.7）

8.6%
（10.2%）

620億円※2

（278億円）※2
1,436億円※2

（752億円）※2

注）上段の値は、松山外環状道路国道11号～国道196号を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象とした場合の費用便益分析結果
※1：EIRR：経済内部収益率
※2：基準年（H29年）における現在価値記入（現在価値算出のための社会的割引率：4％）

松山港
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出典：空港貨物取扱量（空港管理状況調書【H28】）
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効果２ 松山市中心部に向かう交通の分散により速達性が向上【◎】
・松山市中心部への新たなルート形成による交通の分散により、松山市中心部への速達性

が向上。

○松山IC入口交差点から愛媛県庁までの所要時間（平日混雑時）

【整備前】23分→【整備後】19分（約4分短縮）

②松山市中心部への速達性の阻害
・四国最大の都市である松山市において、企業や官公庁に勤める人の約半数が松山市中心

部に通勤。（図７）

・松山IC付近から松山市内中心部に向かう唯一の幹線道路である国道33号は、交通の集中に

より、県内の国管理国道で最も混雑しており、速達性を阻害。（図８、９、１０、１１）

図１０ 国道33号の渋滞状況
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図９ 松山IC～松山市中心部の渋滞状況
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所要時間
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《縦断図》

まつやまそとかんじょう ひがし

松山外環状道路インター東線

延長2.0km（4車線）

まつやまそとかんじょう

松山外環状道路インター線
延長4.8km（4車線）

まつやまそとかんじょう

松山外環状道路空港線
延長3.8km（4車線）

松山空港

松山港

至 今治市

至 高松市

至 大洲市 至 高知市

ま つ や ま

松山市

ま さ き ち ょ う

松前町

（県）森松重信線

（県）久米垣生線

（主）松山空港線

（主）松山空港線

（
主
）松
山
伊
予
線

（
主
）松
山
港
線

延長1.8km
平成28年12月10日
暫定開通(2/4)

延長1.2km
平成26年3月
暫定開通(2/4)

延長1.8km
平成27年3月
暫定開通(2/4)

延長2.4km
（側道部）

平成29年9月18日開通

え

ひ

め

ま

つ
や

ま

き

た

ど

い

（
起
）愛
媛
県
松
山
市
北
土
居

橋梁L=1077m

38,390台/日

42,166台/日

18,810台/日

48,621台/日

45,194台/日

9,331台/日

33,896台/日

43,792台/日

32,952台/日

主な工場等

主な工場等

主な工場等

松山

市坪

北伊予

（標高：m）

橋梁L=375m

橋梁L=46m 橋梁L=37m橋梁L=55m

松山JCT

国道33号

小野川

国道11号

E11

松山空港IC

（仮称）

まつやま

南吉田IC

(仮称)

みなみよしだ

東垣生IC

(仮称)

ひがしはぶ

余戸南IC

(仮称)

ようごみなみ

余戸南IC
ようごみなみ

市坪IC
いちつぼ

古川IC
ふるかわ

井門IC
い ど

松山
JCT

まつやま

松山IC
まつやま

16,921台/日

10,543台/日
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